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2017年／フランス・セネガル・ベルギー・ドイツ・レバノン／129分
監督：アラン・ゴミス
出演：ヴェロ・ツァンダ・ベヤ、パピ・ムパカ、ガエタン・クラウディア他
公開：12月16日（土）より、ヒューマントラストシネマ渋谷＆有楽町他にて
　　  全国順次公開
URL：moviola.jp/felicite/
配給：ムヴィオラ

B  OOK

『仕事とわたし、どっちが大事なの？
国連ママの子育て記』
国連で30年にわたるキャリアを持つ著者。国連職員だろうとど
んな職業だろうと、急に子どもが病気になることもあれば、日々の
食事を用意したり勉強を教えた
り、時には子どもの友人問題ま
で、子どもの成長とともにさまざま
な育児の壁にぶつかるのに変わ
りはない。それでも、「どんなに大
変でも、仕事と家庭のふたつの
世界があることは救いだった」と
振り返る。女性のキャリアと育児
の両立を目指し、子どもの力を信
じて壁を乗り切ったワーキングマ
ザーの奮闘記。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

萩生田愛 著
ポプラ社
1,836円(税込)

森田宏子 著
文藝春秋企画出版部
1,512円(税込)

『わたしは、幸福』
エネルギーにあふれるコンゴ民主共和国の首都キンシャサ。下町の
バーで歌う主人公の名は“幸福”を意味するフェリシテ。シングルマ
ザーとして誇りを持って息子のサモを育てていたが、ある日、サモが交
通事故に遭い、医者から手術には前払い金が必要だと告げられる。
金が全て。フェリシテはプライドをかなぐり捨て、別れた夫や見知らぬ
金持ちのボスの家などを訪ね、
何とか手術代を工面しようと奔
走するも、息子の状態は悪化
の一途をたどる。そんな中、フェ
リシテはいつものように歌うこと
ができなくなる――。タフでなけ
れば生きられないキンシャサの
人々のリアルに圧倒される作
品だ。（文＝高倍宣義）

『ワン・ワールド・フェスティバル for Youth
～高校生のための国際交流・国際協力EXPO2017～』
今年で４回目となる日本初の“高校生がつくる・高校生のための”国
際交流・国際協力EXPO。今年は「知ろうぜ世界！動かせ未来！」
をテーマに、これからの社会を担う若者に向けて、同じ若い世代から
国際協力の大切さを発信することを目指している。高校生100人に
よる“100人村”ワークショップや、NGOのスタッフによる講演会、高
校生の活動報告会、高校や
NGO、企業などによるブース
出展、世界の料理を楽しめる
カフェ・ワンワールドなど、高
校生がつくった企画が盛りだく
さん。世界を知り、一歩を踏み
出すきっかけになるはず。

会期：12月23日（土・祝）10：00～16：00
会場：大阪YMCA（大阪市西区）
URL：owf-youth.com
問：（特活）関西ＮＧＯ協議会
TEL：06-6377-5144

ⓒ ANDOLFI ‒ GRANIT FILMS ‒ CINEKAP ‒ 
NEED PRODUCTIONS - KATUH STUDIO - 
SCHORTCUT FILMS / 2017
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『アフリカローズ 幸せになる奇蹟のバラ』
17時間かけてアフリカのケニアから届く特別なバラは、育てた
人、贈る人、贈られた人、誰をも幸せにする。アフリカと日本をつ
なぐ仕事をしたいと考えていた著者はケニアからバラを輸入し、
東京・広尾にアフリカのバラ専
門店をオープン。バラを買いに
来るお客さんたちのストーリー、
バラを贈るときのコツ、お手入れ
方法、大切に育てられるケニア
のバラの魅力、そしてケニアの
バラを広めることで世界中に幸
せな人を増やしたいという著者
の思いが綴られた一冊だ。

フェリシテ
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